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今 こ そ 求 め ら れ る

市民と行政の
～広域一般廃棄物処理施設建設への道～

■
ご
み
焼
却
施
設
の
稼
働
年
数

■
国
が
推
し
進
め
て
き
た
広
域
化

　

供
用
年
数（
稼
動
年
数
）が
20
年
か
ら
25

年
で
廃
止
を
迎
え
て
い
る
施
設
が
多
く
、

30
年
を
超
え
る
施
設
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
費
の

上
昇
回
避
、
技
術
革
新
へ
の
対
応
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
新
し
い
施
設
に
更
新
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

き
っ
か
け
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策 廃止時の供用年数

出
典　

廃
棄
物
処
理
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
の
手
引
き

　　　現状からみる

新施設の必要性

老
朽
化
が
進
む

４
つ
の
焼
却
場

  

広
域
化
が
も
た
ら
す

  

メ
リ
ッ
ト　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
削
減

　

近
年
の
処
理
施
設
は
環
境
対
策
面
の

技
術
が
向
上
し
、
有
害
物
質
に
つ
い
て

施
設
建
設
費

　

処
理
量
の
合
計
が
同
じ
で
も
、
２
つ

の
施
設
よ
り
１
つ
の
施
設
を
造
る
方

が
、
建
設
費
は
安
価
と
な
り
ま
す
。

も
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
24
時
間
連
続
運
転
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
も
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

　

施
設
稼
働
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー（
電

気
、重
油
な
ど
）は
、処
理
量
の
合
計
が

同
じ
で
も
２
つ
の
施
設

よ
り
１
つ
の
施
設
を
稼

働
さ
せ
る
方
が
、
使
用

す
る
量
は
少
な
く
な
り

ま
す
。

平
成
９
年
１
月

国
が
県
に
対
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削
減

対
策
と
し
て
、
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
策

定
を
指
導
。

平
成
10
年
１
月

県
は
、
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
を
策
定
。

県
内
を
７
圏
域
に
分
割
。
駿
豆
圏
域
は
、

御
殿
場
市
、
裾
野
市
、
沼
津
市
、
三
島
市
、

熱
海
市
、
伊
東
市
、
小
山
町
、
長
泉
町
、

函
南
町
、
清
水
町
、
韮
山
町
、
伊
豆
長
岡
町
、

大
仁
町
、中
伊
豆
町
、修
善
寺
町
、天
城
湯
ヶ

島
町
、
土
肥
町
、
戸
田
村
の
18
市
町
村
で

構
成
。

求め
られ

る
広域

処理

平
成
17
年
７
月

駿
豆
圏
域
内
を
運
搬
効
率
か
ら
２
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
市
町
の
施
設

更
新
の
緊
急
度
の
違
い
や
合
併
な
ど
の
理

由
か
ら
、
最
終
的
に
は
伊
豆
市
と
伊
豆
の

国
市
の
２
市
広
域
で
進
め
る
こ
と
に
決
定
。

余
熱
の
有
効
利
用

　

施
設
を
複
数
設
置
し

た
場
合
、
そ
の
施
設
規

模
は
40
ｔ
／
日
と
考
え

ま
す
。
こ
の
施
設
規
模

で
は
、
余
熱
の
利
用
量

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
た

め
、
設
備
投
資
に
比

べ
て
効
果
的
な
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

広
域
化
に
よ
り
大
き

な
規
模
の
施
設
と
し
た

場
合
、
熱
回
収
が
効

率
的
と
な
り
発
電
を

含
め
た
余
熱
の
有
効

利
用
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

項目 広域 分散で建設した場合 比較 説　明
施設規模 80t ／日 40t ／日 40t ／日 計

施設建設費 5,600 3,340 3,340 6,680 ▲ 1,040 焼却施設と仮定した場合の試算

用地取得費 750 600 600 1,200 ▲ 450
購入価格 50,000 ／㎡と設定
80t ／日の必要面積 15,000㎡と設定
40t ／日の必要面積 12,000㎡と設定

運営費
（15 年間）
（人件費分のみ）

3,600 3,600 3,600 7,200 ▲ 3,600

薬剤費・点検補修費は同額と設定
（一般的に広域化の方が点検補修費は安価となる）

・人件費は 600 万円／人／年と設定
・１施設当たり 40 人と設定

収集運搬費
（15 年間）
（増加分のみ）

45 0 0 0 45

年間収集運搬車の走行距離増加分
150,000km
ディーゼル車を想定 5km／ℓ走行すると設定、
軽油 100 円／ℓと設定

比　較　合　計 ▲ 5,045

出典「伊豆の国市・伊豆市広域一般廃棄物処理施設　基本構想」

広域化のシミュレーション （単位：100 万円）

　

広
域
（
複
数
自
治
体
）
に
よ
り
ご
み

処
理
を
行
っ
た
場
合
、
施
設
建
設
費
や

環
境
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
メ

リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
建

設
場
所
に
よ
っ
て
は
遠
距
離
と
な
る
こ

と
に
よ
り
増
加
す
る
収
集
運
搬
費
を
は

る
か
に
し
の
ぐ
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

現
在
、
両
市
内
に
は
伊
豆
の
国
市
に

２
つ
・
伊
豆
市
に
２
つ
の
合
計
４
つ
の

焼
却
施
設
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
供
用
開
始
か
ら
25
年
を
超

え
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
に
あ
る
焼

却
施
設
の
平
均
的
な
稼
働
年
数
と
比
較

し
て
、
老
朽
化
し
た
施
設
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
年
数
40
年
を
迎
え
る
韮

山
焼
却
場
は
、
県
内
で
１
番
、
全
国
で

も
16
番
目
の
古
い
施
設
で
す
。

伊豆の国市 伊豆市
２市計長岡清掃

センター
韮山焼却場

清掃
センター

土肥戸田衛生
センター

供用開始 S57. ４ S49. 9 S61. 4 S62. 4 ー（経過年数） （31 年） （39 年） （27 年） （26 年）
維持補修費

(H17 ～ 24 の年平均 )
6,112 万円 4,096 万円 8,135 万円 3,085 万円 21,428 万円

県内
最年長！

―
近
隣
市
町
の
建
て
替
え
状
況
―

▼
函
南
町

昭
和
51
年
４
月
〜
平
成
12
年
３
月

　
（
24
年
間
稼
働
）

▼
三
島
市

昭
和
46
年
５
月
〜
平
成
元
年
７
月

　
（
18
年
稼
働
）

施
設
数

通
常
の
ご
み
焼
却
施
設
の

平
均
稼
働
年
数 

20
年
〜
25
年

伊
豆
の
国
市
・
伊
豆
市

共　

同　

特　

集

広域一般廃棄物処理施設の建設に向けた、これまでの取り組みや
今後の計画についてお知らせします。
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■
市
民
検
討
会
の
経
過

第
１
回
市
民
検
討
会　

３
月
21
日

　

 

会
長
お
よ
び
副
会
長

の
選
出
。
伊
豆
の
国

市
・
伊
豆
市
に
お
け

る
ご
み
処
理
の
現
状
、

検
討
テ
ー
マ
・
開
催

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
確
認
。

第
２
回
市
民
検
討
会　

５
月
16
日

　

 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
施
設
建
設
の
全

体
行
程
、
他
都
市
に
お
け
る
取
り
組
み
事

例
に
つ
い
て
確
認
。
ご
み
焼
却
施
設
の
課

題
に
つ
い
て
整
理
。

第
３
回
市
民
検
討
会　

７
月
25
日

　

 

ご
み
処
理
施
設
の
あ
り

方
の
う
ち
、
環
境
・
安

全
対
策
に
つ
い
て
（
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
施

設
づ
く
り
、
安
全
・
安

心
な
施
設
づ
く
り
に
つ

い
て
）検
討
。

第
４
回
市
民
検
討
会　

８
月
29
日

　

 

ご
み
処
理
施
設
の
あ
り
方
の
う
ち
、
地
域

と
の
共
生
・
施
設
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い

て（
迷
惑
施
設
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

す
る
方
法
、
地
域
に
貢
献
す
る
施
設
と

す
る
た
め
に
は
、
な
ど
に
つ
い
て
）検
討
。

第
５
回
市
民
検
討
会　

９
月
24
日

　

 

市
民
検
討
会
報
告
書

（
案
）、
市
民
検
討
会
報

告
総
括（
案
）に
つ
い
て

協
議
。

　

２
市
で
の
ご
み
処
理
施
設
整
備
を
目

的
と
す
る『
伊
豆
の
国
市
伊
豆
市
廃
棄
物

処
理
施
設
組
合
設
立
準
備
会
』
へ
、
市

民
検
討
会
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
民
検
討
会
先
進
地
視
察　

７
月
４
日

視
察
先　

　

 

豊
川
市
清
掃
工
場
、
豊
川

市
ゆ
う
あ
い
の
里
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
、
静
岡
市

ふ
れ
あ
い
健
康
増
進
館

『
ゆ
・
ら
・
ら
』調

査
内
容

　

 

地
域
と
の
合
意
形
成
、

環
境
・
安
全
面
の
取
組

み
、
地
域
と
の
共
生
に

関
す
る
取
り
組
み
、
施

設
と
周
辺
住
民
と
の
関

係
を
中
心
に
調
査
。

市
民
意
見
募
集　

９
月
４
日
〜
19
日

意
見
項
目　

　

 

環
境
・
安
全
面
に
お
け
る
望
ま
し
い
施
設

の
あ
り
方
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ

る
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
募
集
。
市
民
４

人
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
。

望ましい施設のあり方

市民検討会
　

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
あ
り

方
市
民
検
討
会
は
、
公
募
に
よ
る
市
民

や
専
門
分
野
、
推
薦
団
体
な
ど
に
よ
り

選
考
さ
れ
た
委
員
17
人
で
構
成
。
両
市

が
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
環
境
と
安
全
に
十
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
施
設
が
地
域
振

興
の
核
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
施
設

け
る
こ
と
。

④ 

ご
み
収
集
車
輌
の
搬
出
入
の
分
散
化

や
低
公
害
車
を
採
用
す
る
こ
と
。

① 

積
極
的
な
情
報
の
開
示
と
発
信
な
ど

を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
保
つ
こ
と
。

② 

広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
そ
の
反

映
を
図
り
つ
つ
、
市
民
と
行
政
が
協

働
の
も
と
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

③ 

適
正
な
公
共
投
資
と
な
る
よ
う
、
環

境
対
策
も
含
め
施
設
建
設
費
や
維
持

管
理
費
の
抑
制
に
留
意
す
る
こ
と
。

④ 

環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど

の
環
境
学
習
機
能
を
備
え
た
施
設
と

す
る
こ
と
。

会長（伊豆の国市小野市長）・副会長（伊豆市菊地市長）へ
報告書を提出する検討委員の皆さん

   

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

   

あ
り
方
市
民
検
討
会
と
は　

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
の
目
線

か
ら
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
次
の
３
つ
の
柱
か
ら

な
る
取
り
組
み
が
、
望
ま
し
い
施
設
の

実
現
に
向
け
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
報

告
を
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

① 

周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
、

公
園
機
能
や
イ
ベ
ン
ト
機
能
な
ど
を

有
す
る
こ
と
。

② 

ご
み
の
焼
却
に
伴
っ
て
発
生
す
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
施
設
内
空
間
や
敷
地

の
有
効
活
用
を
十
分
に
検
討
し
、
施

設
整
備
を
す
る
こ
と
。

③ 

施
設
は
耐
震
性
に
優
れ
、
防
災
に
役

立
つ
資
機
材
や
非
常
用
発
電
機
、
そ

し
て
浴
室
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
る

た
め
、
避
難
所
や
地
域
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

④ 

地
域
住
民
の
雇
用
の
創
出
に
努
め
る

こ
と
。

   

市
民
検
討
会
か
ら
の

   

今
後
に
向
け
て
の
提
言

　

今
日
の
環
境
対
策
・
安
全
対
策
お
よ

び
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
、

ご
み
処
理
施
設
が
持
つ
特
徴
を
活い

か
し

た
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
、
適

切
な
説
明
を
し
た
う
え
で
市
民
と
行
政

が
相
互
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
施
設

整
備
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
受
け
入
れ
地
域
に
対

す
る
周
辺
環
境
整
備
の
ほ
か
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
の
交
付
金
に
よ
る
支
援

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

快
適
で
安
全
、
安
心
な
生
活
環
境
創

出
と
地
域
を
支
え
る
多
様
な
事
業
の
発

展
を
目
指
し
、
市
民
と
行
政
が
確
固
た

る
信
頼
関
係
の
も
と
連
携
・
協
働
し
て
、

施
設
整
備
事
業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

市
民
検
討
会
報
告
書
の
提
出 

 

10
月
７
日　

市民検討会が取りまとめた、
望ましい施設の実現に向けて
必要となる３つの柱　イメージ

① 
環
境
対
策
・
安
全
対
策
を
最
優
先
に

考
慮
し
た
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
。

② 

市
民
参
画
の
も
と
、
排
ガ
ス
に
係
る

自
主
基
準
値
・
測
定
場
所
・
測
定
回

数
の
設
定
や
施
設
運
営
を
監
視
す
る

組
織
を
設
置
す
る
こ
と
。

③ 

排
ガ
ス
濃
度
や
施
設
運
営
に
関
す
る

情
報
は
、
広
く
市
民
に
公
開
す
る
と

と
も
に
、
施
設
内
に
ご
み
処
理
状
況

の
確
認
の
た
め
の
見
学
コ
ー
ス
を
設
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新
施
設
の
建
設
候
補
地
は
、
公
募
で
実
施

し
ま
す
。
公
募
期
間
終
了
後
に
は
、
応
募
の

あ
っ
た
各
候
補
地
の
中
か
ら
、
よ
り
適
切
な

候
補
地
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
候
補
地
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政

の
み
で
行
う
の
で
は
な
く
、〝
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
出
す
ご
み
を
処
理
す
る
と

い
っ
た
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
設
〞
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
選
定

基
準
づ
く
り
や
評
価
を
行
い
た
い
と
考
え
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
要
領
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
応
募
を
お
願
い
し
ま

す
。
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

応
募
要
領

▼
募
集
期
間　

11
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）

▼
応
募
条
件

　

① 

伊
豆
の
国
市
ま
た
は
伊
豆
市
に
居
住
、

も
し
く
は
、通
勤
ま
た
は
通
学
す
る
人
。

　

② 

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
の
考
え
や
ご
意

見
、
ご
提
言
な
ど
を
２
０
０
０
字
以
内

応
募
の
あ
っ
た
建
設
候
補
地
を

　
　
　
　

市
民
目
線
で
検
討
す
る

『
建
設
候
補
地
選
定
委
員
会
』

委
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
は
行
政
主
体
で
、基
本
条
件
を
設
定
し
、

条
件
に
見
合
う
箇
所
を
抽
出
。
候
補
地
を
絞
り
込
み

選
定
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
７
月

〜
平
成
20
年
５
月

　
『
伊
豆
市
堀
切
地
区
』

　

 

地
域
住
民
と
交
渉
し

た
が
、
合
意
が
得
ら

れ
ず
見
直
し
と
し
ま

し
た
。

平
成
20
年
８
月

〜
平
成
25
年
４
月

　

 『
伊
豆
の
国
市
ス

ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
跡

地
』
地
域
住
民
と
交

渉
し
た
が
、
合
意
が

得
ら
れ
ず
白
紙
と
し

ま
し
た
。

【
応
募
者
】

▼
候
補
地
の
地
元
区
長

▼ 

候
補
地
の
敷
地
が
複
数
区
に
ま
た

が
る
場
合
は
、
複
数
区
の
区
長

　
（ 

該
当
す
る
複
数
区
の
自
治
会
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
）

【
募
集
期
限
】

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

【
そ
の
他
】

　

相
談
や
説
明
会
、
視
察
な
ど
の
要

望
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

① 地域住民の暮らしを守る安全・
安心な施設
②地域と共生する施設
③市民とともにつくる施設
④経済性に配慮した施設
⑤循環型社会の形成へ貢献する施設

　市民検討会の報告を踏まえ、
新施設の目指す『施設整備のコン
セプト』を次のとおりとしました。

新施設の概要

１．地域づくり支援事業（余熱利用や交付金）

2．施設建設に伴う環境整備

道路整備 非常用発電機の活用 施設内浴槽の活用

3．災害時の施設活用

　市民検討会の報告を踏まえ、新施設を積
極的に受け入れ、地域の活性化を進めてい
こうとする自治会に対し、地域のまちづく
り活動の視点から地域づくり支援事業を実
施します。

反省点
▶市民への情報公開不足。
▶ 行政による一方的な候補
地の選定。
▶ 環境影響・健康影響への
不安が払拭できなかった。
▶ 焼却施設の建設問題が、
建設候補地の地域住民
だけの問題となってし
まった。
▶ 焼却施設と地域が共生す
る姿を提案することがで
きなかった。

地域の活性化を支援

建設候補地を公募

   

行
政
主
体
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
選
定
方
法

【
好
ま
し
い
条
件
】

▼ 

土
地
利
用
上
の
法
規
制
が
無
い
、

ま
た
は
規
制
解
除
が
容
易
な

こ
と
。

▼ 

幅
員
６
ｍ
以
上
の
道
路
が
近
く
、

搬
入
路
の
確
保
が
で
き
る
こ
と
。

▼ 

水
道
・
電
気
な
ど
の
引
き
込
み
が

容
易
な
こ
と
。

▼ 

土
地
の
形
状
・
地
質
が
整
備
に
適

し
て
い
る
こ
と
。

▼ 

収
集
運
搬
の
効
率
に
優
れ
て
い

る
こ
と
。

地域のまちづくり活動を積極的に支援します

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

 

Ａ
４
・
横
書
き
で
、
文
頭
に
『
テ
ー
マ
』

と
『
名
前
』『
住
所
』『
電
話
番
号
』
を

記
載
く
だ
さ
い
。

　

③ 

右
記
②
を
募
集
期
間
内
に
持
参
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

採
用
人
数　

２
人
（
選
考
実
施
要
綱
に
よ

り
審
査
し
ま
す
。
採
用
可
否
の
連
絡
は
11

月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。）

▼
委
員
期
間　

12
月
か
ら
約
８
カ
月
程
度　

　
（
会
議
は
８
回
程
度
開
催
を
予
定
）

▼
そ
の
他　

　
・
市
の
規
定
に
よ
り
報
償
を
支
給
し
ま
す
。

　
・ 

応
募
い
た
だ
い
た
『
考
え
や
ご
意
見
、

ご
提
言
』
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

広域一般廃棄物処理施設建設へ向け、

二市は皆さんの声を聞きながら、

一歩一歩、歩を進めています。

今こそ求められる市民と行政の協働力。

市民の皆さんと、共に考え、共に歩むため、

今後ともご理解・ご協力をお願いします。

問 広域廃棄物処理対策室
☎ 055-949-8112
〒 410-2192
　伊豆の国市四日町 243
　広域廃棄物処理対策室

例 例

例例例

【
必
須
条
件
】

▼ 
有
効
敷
地
面
積
1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
程

度
が
確
保
で
き
る
こ
と
。

▼ 

地
権
者
全
員
の
賛
同
が
得
ら
れ

て
い
る
、
ま
た
は
そ
の
見
込
み

が
あ
る
こ
と
。

▼ 

応
募
す
る
こ
と
に
対
し
、
自
治
会

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　　反省を生かし導き出した〝公募〟という選定方法
　多くの市民に関心を持っていただき、また、地
域の理解を最大限尊重し、市民と行政との協働に
重点を置いた建設候補地の選定とするべく、建設
候補地を公募します。

　新施設の建設は、両市にとって重要かつ緊急の
課題であることをご理解のうえ、多くの自治会か
らのご応募をお願いします。不明な点などありま
したらお気軽にお問い合わせください。

募
集
要
領

項目 概要

処理対象物
可燃ごみ、
剪定枝、
脱水汚泥  など

処理能力 85 ｔ／日

処理方式

焼却方式を暫
定案とするが、
施設基本計画
で決定

建築面積 約 4,000㎡

余熱利用によるハウス栽培 交付金による
コミュニティ活動支援


